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 先週末は、今季最強の寒波に見舞われ、水曜日 

から週末にかけて降雪があり、木曜日には雪が積 

もりました。 

 また、インフルエンザ B型による欠席も増えて 

きました。３年生は、週末に私立高校の受験が終 

わり、ほっと一息つきたいところですが、２月３ 

日(火)、４日(水)の県立高校前期選抜に向け、そ 

して３月 6日(金)の卒業式、そのあとの 10日 

(火)の県立高校後期選抜に向け、まだまだ気が抜 

けない日が続きます。手洗いうがい、マスク着用、 

室内のこまめな換気等、感染症対策を十分にとって体調には十分配慮してください。 

 
 

 

 国語の授業の一環で百人一首を学習していることもあり、例年こ 

の時期に百人一首大会を１、２年生が行っています。 

 １月２０日(火)５、６限目に２年生が大会を行いました。事前に予選 

を行ったうえでグループ分けを行いました。当日は、４人のグループ 

に分かれ、２年生の先生方が読み手となって大会が進みました。 

覚えていた歌の札を取ることができて喜んでいる生徒や取れなく 

て悔しそうにしている生徒など、勝ち負けだけでなく、子どもたちの様 

々な表情を見ることができ、とてもほのぼのとした気持ちになりました。 

 ２月初旬に１年生も実施する予定です。楽しみですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 １月 21日(水)、令和 8年度に天栄中学校に入 

学を予定している小学校６年生とその保護者の方 

を対象に入学説明会を行いました。 

 はじめに、すずかこどもクリニックの渡辺 Dr. 

から、スマホ利用に関することなどの講演をして 

いただきました。 

その後、本校の職員と生徒会執行部役員から、 
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何枚とれたかな？百人一首大会 
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学校生活や生活のきまり、交通に関することについて説明をし 

ました。生徒会執行部役員のみなさんが作ったスライドを使っ 

て説明をしてもらいました。とても分かりやすく、6年生のみ 

なさんにもよく理解してもらえたと思います。生徒会役員のみ 

なさん、ありがとうございました。 

保護者のみなさまも長時間にわたり、説明を聞いていただき 

ありがとうございました。 

６年生のみなさんには、今回の説明を聞いて中学生になる自 

分を思い描き、「がんばろう！」という気持ちをもって残りの 

小学校生活をしっかり充実させてほしいと願っています。 

４月にみなさんが入学してくることを楽しみにしています。 

  
 
  
大寒も過ぎた１月 22日(木)、前日夜からの降雪で今季初めて雪が 

積もりました。 

朝、歩道や橋が凍結している中、生徒たちは安全第一で慎重に自転 

車または徒歩で無事に学校に登校していました。下校時や次の日の朝 

も細心の注意を払っての登校となりました。日中は雪が降ることはな 

く、午後には雪はなくなっていました。 

春はまだまだ遠いかな...... 

 

 
 
 
 急速に進歩する生成 AI技術について、メリット・デメリットを知り、正 

しく使うことを目指して、３年生の技術科の授業で、生成 AIを体験す 

る授業を行いました。 

 「天栄中学校の紹介を小学４年生に理解しやすく作成する」という課 

題に対して、グループで対話をしながら体験をしました。 

 子どもたちは、はじめに先生から「ファクトチェックをすることが必要」 

と言われたことを思い出しながら、AIで作成した文章をチェックしてい 

ました。 

生成 AIを利用することで、時間をかけずに 

文書を作成したり、文章の内容を要約したりす 

ることができます。また、画像や動画を作成する 

など、手軽に創作活動ができますが、正しい内 

容かどうかのファクトチェックをしたり、著作権が 

侵害されていたりしないかなど、生成されたも 

のを鵜呑みにするのではなく、最後は人が正 

しいかどうかを判断しなければいけない部分 

がたくさんあるということを子どもたちに伝えて 

いました。 

これから技術が進歩し、どんどん便利にな 

ってくると思いますが、この授業を通じて、正し 

い知識を身に付け、適切に使えるように、学習 

していってほしいと思います。 

雪が降りました 

生成 AIを体験する 


